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【要旨】

脂肪由来幹細胞セクレトーム（培養上清）点鼻の有用性と安全性につき検証した。アレルギー性
鼻炎症例では、数日の点鼻治療で自覚症状の改善と鼻汁中好酸球の消失、血中ヒスタミン値の顕著
な低下とともに、気管支喘息や脂質代謝の改善もみられた。顔面神経麻痺（ベル麻痺）症例では、
効果がみられなかった従来型治療後の2回の点鼻・点滴で、2週後には顕著な効果が認められた。認
知症症例（アルツハイマー型認知症）については、倫理審査承認のもとに13名の被検者を対象に臨
床試験を実施した。8週に渡る点鼻治療により長谷川式認知機能評価が有意に改善し、アルツハイ
マー型認知症の進展抑制に関わるアポリポ蛋白質A1(ApoA1)が有意に上昇した。いずれの症例も本
治療に関連する有害事象はみられなかった。幹細胞セクレトーム治療は侵襲が少なく、在宅でも実
施可能な方法であり、全身疾患に対しても適応になる可能性がある。
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